


内容：<研究概要説明文>

主な研究内容は以下の通りです。

1．環境試料中のPb, Cd, As, Crなど有害重金属の分析

２．水道、河川水、食品、毛髪等の有害金属元素分析

３．中国からの越境汚染物質の環境動態化学

４．冬期山岳での樹氷や雪中の石炭燃焼排出物の化学

分析機器の開発の基礎研究から環境や生命現象への応

用研究まで一貫した手法によって研究を進めています。

私どもの研究室は、the Blue Planet 碧い地

球をめざします。

分野：理工学・分析化学、環境分析化学など

専門：超微量重金属分析

E-mail: shoji.imai@tokushima-u.ac.jp
Tel. 088-656-7273
Fax: 088-656-7273
http://pub2.db.tokushima-
u.ac.jp/ERD/person/60478/profile-ja.html

Pb Cd
As PM2.5

大気中の石炭フライアッシュ

原子吸光法



(Cp

Cp

-
-

-

99.9%ee
  



0

0.5

1

1.5
YBa

2
Cu

4
O

8
 : 780 (58 h)

(T
) /

 
T C1

)

YBa2Cu4O8

TC1
TC2

YBa2Cu4O8

TC2
YBa2Cu4O8 TC2

TcC2

TC1=80K
TC2

PrBa2Cu4O8

0 20 40 60 80 100
T (K)

-V
(a

rb
.u

ni
t)

TC2 

TC1TC2

TC1



 

A+

NMR

 

100 200 300 400 500 600
0

2

4

6

8

10

12

14

Temperature   ( K )

W
  (

 k
H

z 
) x=1.0

x=0.8
x=0.6

LixCoO2

LixCoO2
7Li-NMR



PICO-LON



  



0.8 0.85 0.9 0.95 1 1.05 1.1

Sp
in

-E
ch

o 
In

te
ns

ity
  (

ar
b.

 u
ni

ts
)

0
H  (T)

NdTi
2
Al

20

27Al-NMR 
f = 11.10 MHz
T = 4.2 K



1) N. Miyoshi, K. Kamiura, H. Oka, A. Kita, R. Kuwata, D. 
Ikehara, M. Wada, Bull. Chem. Soc. Jpn., 77, 341 (2004).

2) N. Miyoshi,  D. Ikehara, T. Kohno, A. Matsui, M. Wada, 
Chem. Lett., 2005, 760.

3) N. Miyoshi, T. Matsuo, M. Wada, Euro. J. Org. Chem.,
2005, 4253.

4) N. Miyoshi, T. Matsuo, M. Asaoka, A. Matsui, M. Wada, 
M. , Chem. Lett., 2007, 996.

5) N. Miyoshi, T. Matsuo, M. Mori, A. Matsui, M. Kikuchi, 
M. Wada, M. Hayashi, Chem. Lett., 2009, 996.

6) N. Miyoshi, M. Asaoka, Y. Miyazaki, T. Tajima, M. 
Kikuchi, M. Wada, Chem. Lett., 2012, 35.

Sr

RCHO
R'I

R R'

OH

Ph R'

HN

R'I

Ph

Ph H

N
Ph

43-88% good yields

PhCOOH

3 eq. Sr
1.2 eq. RI
0.2 eq.x4 RI

O

OH

R

RCOOH

MeI R R

O

R R

OH
R>>

R1 OR2

O

R1
R3

OH
R3

R3I

R1
R3

O
R3

excellent yields excellent yields

R4

O

R4

O

Cl



800km
1,2

30 65km

10km

 

3a,b
 

1 ( ) 

2 ( ) 

 
3a  

 
 

100 km

3b  
 

 



<図表> 内容：

グリーンサステイナブルケミストリーの観点から、大量に用
いられている有機溶媒の削減を目指し、最も直接的かつ効
果的な解決手段として、反応溶媒に用いる有機溶媒を一切
用いない革新的な機能性物質の合成研究を行なっている。

現在標的としているデオキシ糖類は、天然物や医薬品の
構成ユニットとしてしばしば見られており、我々の生体機能
の発現に大きな影響を与えている分子であるが、親水性基
を多く持つため、溶解性の観点から有機溶媒中の合成では
保護・脱保護を繰り返す必要がある。そこで、反応溶媒として
水のみを用いる低環境負荷型反応を組み合わせ、ペントー
ス（五単糖）やヘキソース（六単糖）をはじめとするデオキシ
糖類を、共通のユニットから効率的に合成する手法の開発を
検討している。さらに、合成した希少糖を中間体としたより多
段階の生物活性天然物の全合成への展開も検討中である。

将来的には触媒担持型カラムを用いたフローケミストリーへ
の展開を行ない、抽出・精製においても有機溶媒を一切用い
ない究極の合成プロセスを目指している。

分野：有機化学

専門：有機合成化学

E-mail: ueno.masaharu@tokushima-u.ac.jp

Tel. 088-656-7251

Fax: 088-656-7251

HP : http://web.ias.tokushima-u.ac.jp/
ac-lab/chem.person.files/Page1569.htm
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[1] A. Hisada et al., J. Phys. Soc. Jpn. 83, 073703 (2014)



内容：

水、空気、土など身の回りの環境試料は、さまざまな物質
の混合物であり、それらの量比が環境試料の性質を決めて
います。鉛などの重金属はごく微量であっても有害であるた
め、微量な重金属の環境中での挙動を知ることは重要です。
1gの百億分の1以下の微量元素濃度を測定できるプラズマ
質量分析計を用いて環境試料の分析を行っています。

水や空気の中には人間の目では見えないμm～nmのサイ
ズの小さな粒子が多く存在しています。それらの粒子はコロ
イドやエアロゾルと呼ばれ、粒子表面に重金属を吸着したり
粒子内部に取り込む性質を持つため、重金属の移動に大き
な影響を与えています。

そのような微量元素と微小粒子の性質に着目し、河川水、
地下水、海水、雨水、降雪、樹氷、大気、岩石など様々な試
料を研究対象としています。環境試料はそれぞれの性質に
合わせて最適な分析手法を選択する必要があります。しかし
多様な環境試料の中には最適な分析手法が分かっていない
ものもあり、そういった場合に新たな分析手法を開発すること
も研究の一部として行っています。

分野：化学

専門：無機化学・環境化学・分析化学

E-mail: yamamoto.yuheitokushima-u.ac.jp

Tel. 088-656-7249

Fax: 088-656-7249

HP http://web.ias.tokushima-u.ac.jp/ac-lab/chem

コンタクト不良


